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平
成
29
年

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

福島県農業共済組合
組合長理事

齋藤　勝利

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
29
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
組
合
は
、
昨
年
４
月
の
合
併
に
よ
り

「
福
島
県
農
業
共
済
組
合
」
と
し
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
。
組
合

員
の
皆
様
が
安
心
し
て
農
業
経
営
が
で
き

る
よ
う
、
効
率
的
な
運
営
、
安
定
的
な
事

業
の
実
施
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
発
揮
に
万
全
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
日
本
近
海
を
迷
走
後
、

統
計
史
上
初
と
な
る
東
北
上
陸
、
東
北
北

海
道
へ
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

10
号
な
ど
の
自
然
災
害
等
が
全
国
的
に
頻

発
し
、
ま
た
、
県
内
各
地
で
も
強
風
に
よ

る
被
害
及
び
鳥
獣
害
等
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し

て
、
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
被
害
に
対
し
、
早
期
の
共

済
金
支
払
い
実
現
に
向
け
、
迅
速
・
的
確

な
損
害
評
価
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

損
害
評
価
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
方
々
に
は
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か

ら
間
も
な
く
６
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
な
お
、
原
発
事
故
な
ど
の
影

響
で
、
多
く
の
組
合
員
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
自
宅
で
の
農
業
を
営
む
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
復
興
途
上
に
あ
り
、
一
刻
も
早

い
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

政
府
・
自
民
党
は
収
入
保
険
制
度
の
導

入
と
現
行
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
見
直
し

に
向
け
た
検
討
を
本
格
化
さ
せ
、
収
入
保

険
制
度
の
制
度
設
計
と
既
存
制
度
の
重
複

等
が
整
理
で
き
れ
ば
、
今
年
の
通
常
国
会

に
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。つ
き
ま
し
て
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
が

組
合
員
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
今

後
と
も
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
農
業

の
発
展
等
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
本
県
で
は
「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
に
つ
な
げ
る
運
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

「
安
心
ネ
ッ
ト
を
広
げ
、
つ
な
げ
よ
う

農
家
・
地
域
の
未
来
」
を
目
標
に
「
さ
ら

な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
へ
」
と
い
う
行
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
災
害
時
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
の
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
農
家
が
生

じ
な
い
よ
う
完
全
引
受
に
努
め
、
農
家
の

経
営
安
定
と
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
で

き
ま
す
よ
う
活
動
を
展
開
し
、
役
職
員
関

係
者
一
体
と
な
り
総
力
を
挙
げ
て
今
年
度

の
総
補
償
額
１
兆
５
，
３
１
０
億
円
の
達

成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

組
合
長
理
事	

齋
藤　
　
　

勝
利

副
組
合
長
理
事	

今
福　
　
　

松
司

	

塩
田　
　

金
次
郎

	

佐
瀬　
　
　

初
彦

	

太
田　
　
　

豊
秋

地
区
担
当
理
事	

安
齋　
　
　

俊
一

	

早
川　
　
　

栄
二

	

大
髙　
　
　

正
人

	

山
田　
　
　

四
郎

	

木
田　

傳
右
エ
門

理　

事	

渡
辺　
　
　

利
彦

	

後
藤　
　
　

益
男

	

宍
戸　
　
　

一
郎

	

遠
藤　
　
　

英
記

	

樋
口　
　
　

誠
一

	

薄
井　
　
　

豊
男

	

大
槻　
　
　

友
保

	

渡
辺　
　
　

義
夫

	

小
林　
　
　

正
司

	

平
野　
　
　

茂
夫

	

猪
俣　
　
　

一
徳

	

星　
　
　

又
エ
門

	

島　
　
　
　

義
重

代
表
監
事	

藁
谷　
　
　

昭
夫

監　

事	

三
浦　
　
　

喜
周

	

小
山　
　
　

喜
男

	

佐
竹　
　
　

敏
英

	

ほ
か　

職
員
一
同
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着実に農業を受け継ぎ、さらなる技術の向
上を目指しながら、懸命に励む若者がいます。
若い力で「農」に生きる彼らに、農業への思い
や今後の目標などを話してもらいました。

私の家では祖父の代から果樹
栽培に取り組んでいます。祖父
と父が丹精込めて育てた木を守
り、おいしい蜜入りの実をお客
さまに食べてもらえることがで
きて幸せです。リンゴの木の管
理はまだまだ難しく、父から技
術指導を受けながら日々勉強し
ているところです。
海外研修でアメリカに行った
とき、遠方の消費者が何時間も
かけて看板もない農家を訪れ、
直接農産物を買い求める様子を
見ました。消費者のニーズに応
えることができるよう経営努力
をし、身の丈に合った規模だか
らこそ顧客に支持されているの
だと感じました。
昨年、新しく栽培を始めるリ
ンゴの品種を父と相談し、「はる
か」と「べにこはく」の苗木を
植えました。数年後の出荷が楽
しみで、早くお客さまに届けた
いですね。

家が農家だったこともあり、
大学卒業後、２歳年下の弟と共
に就農しました。離農した農家
から耕作放棄地を引き受け、野
菜や、「コシヒカリ」をはじめ、
「ひとめぼれ」や「ミルキーク
イーン」など水稲７品種を 30㌶
で作付けしています。
農産物の生産から加工・販売
まで一貫して行っており、現在、
開発している「お料理専用米」
は、食味分析や食感測定、官能
試験などを実施し、米の品質に
関わる数値をデータ化しました。
それを基に自家産米などを調整
し、料理ごとに相性が最も良い
専用米を作り販売しています。
今後は、イベントなどに積極
的に参加し、商品を提案してい
きたいです。また、特殊な米で
も需要があり経営が成り立つの
で、周りの米農家にも波及させ
たいですね。

神戸から実家の米農家へＵ
ターン就農して５年目になりま
す。昨年から父親の後を継ぎ、本
格的に米作りの全作業を行うよ
うになりました。米作りは奥が
深い仕事で、栽培する品種や扱
う農機具、肥料などさまざまな
知識と経験が必要です。毎日が
勉強ですが、地域の先輩方のよ
うにおいしい米作りができるよ
う、日々農業技術の向上に励ん
でいきたいです。
生産したお米は業務用米とし
て出荷しているほか、オリジナ
ルにパッケージングした「美穂
田米」として、県内外の個人顧
客の方々に全国宅配でお届けし
ています。
今後は、品質向上を目指すと
ともに、販路の拡大にも努めて
いきたいです。生産だけではな
く販売の事業に自分も携わり、
より多くの方々に、福島県産の
おいしいお米を届けていきたい
ですね。

　　若き
農家の力
新 特春 集

祖父の代から
続くリンゴ栽培を
実直に進めたい

お米の販促は
ニーズをキャッチ
するところから

お米づくりは
知識と経験が大事。
もっとおいしく

国見町　黒
く ろ

田
だ

 壌
みのる

さん（32）

リンゴ80㌃、モモ45㌃、
サクランボ２㌃、水稲１㌶

本宮市　後
ご

藤
と う

 正
ま さ

人
と

さん（37）

水稲30㌶

郡山市　安
あ ん

藤
ど う

 嘉
よ し

行
ゆ き

さん（33）

水稲25㌶

県北支所安達支所郡山田村支所
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会津支所 いわせ石川支所白河支所

生産者として
消費者への思いを
込めた農業を

今までの経験や
知識を生かして収益の
アップにつなげたい

鈴木農園さんの
イチゴはおいしいと
言ってもらいたい

平成 19 年に就農し、今年で
丸 10 年となります。父親と弟
と共に農業を営んでおり、平成
28年には、安全でおいしいお米
を出荷することを目標に、農業
生産法人「株式会社ファーミン
グハート」を設立しました。
福島県は東日本大震災による
原発事故の影響で風評被害が懸
念されますが、放射能検査を着
実に継続して実施することで、
これからも安全性を確保してい
きたいと思います。また、設備
面では色彩選別機を導入し、さ
らなる米の良品化に努めていま
す。
今後は、品質向上を念頭に置
きながら、家族で力を合わせて
規模拡大を目指していきたいと
思っています。生産者として消
費者への思いを込めながら、こ
れからも気持ちのこもった農業
に取り組み、携わっていけるよ
う頑張りたいですね。

今の時期は、冬の葉物野菜と
ネギの管理などを行っています。
昨年は就農して３年目でした
ので、２年間の経験と学校や就
職先で今まで学んだ知識を合わ
せて、やれるだけのことをやっ
て利益を上げることを目標にし
て農作業に取り組みました。
休日にも何らかの仕事をして
しまうため、最近は趣味の読書
もなかなかできていませんが、
好きな農業に励むことができ、
充実した毎日を送ることができ
ています。
自分が作った苗や農産物でお
客さまが喜んでくれた時が一番
うれしいですね。また、農業は
頑張ったら頑張った分だけの収
入を期待できるので、そういっ
たことも農業の魅力だと感じて
います。農業で生活を維持して
いけるよう、これからも頑張っ
ていきたいと思っています。

今年で就農して 11 年になり
ます。イチゴ（とちおとめ、や
よいひめ）と水稲を家族で栽培
しています。
就農当初からイチゴを作付け
していますが、まだまだ勉強が
必要だと思っています。他のイ
チゴ農家さんのところに視察に
行ったり、いろいろな品種を試
したりしながら、自分の土地に
あった品種、栽培の仕方など試
行錯誤しながら頑張っています。
冬の時期はイチゴの収穫最盛
期になります。イチゴは自宅直
売による販売が主で、直接消費
者と接する機会が多く、「鈴木農
園さんのイチゴは甘い、おいし
い」という声を聞くと嬉しいで
すし、励みになりますね。
単収を上げることも目標です
が、「おいしい」と言ってもらえ
るイチゴを消費者に届け続ける
ためにも、より良い品質を追求
していきたいです。

須賀川市「株式会社ファーミングハート」

森
も り

 良
りょう

輔
す け

さん（31）

水稲21㌶

西会津町　目
め

黒
ぐ ろ

 和
か ず

人
と

さん（27）

ハウス15㌃（トマト、葉物野菜、ネギ）

白河市「鈴木農園」

鈴
す ず

木
き

 慎
し ん

吾
ご

さん（33）

ハウス30㌃（イチゴ）、水稲11㌶

若き農家の力で、ふくしまの元気な農業を切り拓いていこう。
　　若き
農家の力
新 特春 集
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相馬支所双葉支所いわき支所

就農して７年。
良い苗をより多くの
人に届けたい

将来は牛舎を
新築して頭数を
増やしたい

農園カフェで
お客さまに憩いの
場所を作りたい

両親が起ち上げた会社のハウ
スで花苗と果菜類の苗を栽培し
ています。以前は種苗会社に勤務
していましたが、両親の後を継ぎ
たいと就農して７年になります。
原発事故の影響で南相馬市小
高区の農場が使用できなくなり、
千葉県に避難しながら仮営業を
行っていましたが、２年前に新地
町に新農場を建設し、福島県での
再出発ができるようになりまし
た。人材の確保や新しい環境への
適応など課題がありますが、震災
前の生産量や売上を超える会社
を目指して努力していきたいで
す。
震災の影響は甚大でしたが、そ
れでも私たちの苗を待っていて
くれたお客さまや手を差し伸べ
てくれた同業者や友人への感謝
の気持ちを忘れずに、良い苗をよ
り多くの人へ届けることを恩返
しと思い、人として農業者として
成長していきたいですね。

就農して10年が経ちます。３
年前から本宮市場や宮崎県、鹿
児島県から子牛を購入し、繁殖
和牛の経営に切り替えています。
東日本大震災以前は、浪江町
と南相馬市で預託和牛 300 頭
を肥育していました。震災時、牛
を避難させるまでの約３か月間、
私は南相馬市の牛舎に寝泊まり
し、両親は浪江町の自宅に残り
牛の管理を行いました。いわき
市遠野町へ牛を移動させる時に
は、全頭放射線量のスクリーニ
ング検査を行い、大変苦労した
のを覚えています。
その後、同市勿来町に牛舎を
借り、三和町に牛舎を新築し、畜
産経営を続けています。
現在では、学生時代に取得し
た人工授精の免許が経営に役
立っています。いずれは牛舎を
さらに４棟新築し、母牛を 200
頭に増やしたいと思っています。

就農して２年目になります。以
前から簡単な手伝いはしていま
したが、結婚を機に本格的に農業
を始めました。育て方については
まだまだ分からないことばかり
で、父に教わりながら日々勉強を
しています。
何度も来てくれるお客さまに、

「ここがいつもと違う」「また来て
よかった」と言われると嬉しいの
で、毎年少しずつ変化を取り入れ
ていきたいです。
大和田自然農園があるこの久
保地区では、東日本大震災後に農
村女性活動再生事業の「みらくぼ
会」を立ち上げ、お米を「久保姫
の舞」と名付けました。「いわき
サンシャインマラソン」でもおに
ぎりにして配布しますので、ぜひ
食べてみてください。
将来的には、地元の食材を使う
農園カフェを作り、来てくれた人
に「ずっといたい」と思っていた
だける憩いの場所にしたいです。

新地町 「有限会社フラワーランド」

原
は ら

 友
ゆ う

一
い ち

郎
ろ う

さん（31）

ハウス70㌃（花苗、果菜類苗）

いわき市　古
ふ る

山
や ま

 優
ゆ う

太
た

さん（32）

成牛84頭、子牛30頭（未経産牛40頭）

いわき市 「大和田自然農園」

増
ま す

田
だ

 笑
え み

さん（36）

水稲７㌶、ブルーベリー90㌃

若き農家の力で、ふくしまの元気な農業を切り拓いていこう。
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冬
期
間
は
大
雪
や
強
風
に
よ
り
、
毎
年
多
く
の
園
芸

施
設
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

除
雪
や
押
さ
え
材
の
点
検
な
ど
の
対
策
を
十
分
に

行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
、
思
い
が

け
な
い
災
害
に
備
え
、
こ
の
機
会
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園

芸
施
設
共
済
へ
の
ご
加
入
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

大
雪
や

強
風
の

備
え
に

▔園
芸
施
設
共
済
と
は

農
作
物
を
栽
培
す
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や

鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど
に
、自
然
災
害
等
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
時
に
損
害
を
補
償
す
る
制

度
で
す
。

▔加
入
で
き
る
施
設
園
芸
等
は

▼
特
定
園
芸
施
設
（
ハ
ウ
ス
＋
被
覆
物
）

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
ガ
ラ
ス
室
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、

雨
よ
け
ハ
ウ
ス
な
ど

▼
附
帯
施
設

　

暖
房
施
設
、
換
気
施
設
、
か
ん
水
施
設
、

　

自
動
制
御
施
設
な
ど

▼
施
設
内
農
作
物

施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
、
花
き
類
の

生
産
費
を
補
償
（
福
島
県
で
設
定
し
て
い
る
作

物
に
限
る
）

▔そ
の
ほ
か
の
補
償

▼
撤
去
費
用

ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
を
除
く
）
の
解
体
、
撤

去
、
処
分
に
要
す
る
費
用

▼
復
旧
費
用

ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
を
除
く
）、
附
帯
施
設

の
復
旧
に
要
す
る
費
用

▔加
入
の
申
し
込
み
は

施
設
園
芸
用
の
施
設
１
棟
ご
と
に
な
り

ま
す
が
、所
有
す
る
棟
全
て
を
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
一
括
加
入
方
式
）

▔掛
金
は

掛
金
の
１
／
２
を
国
が
負
担
し
て
い
ま

す
の
で
、
加
入
者
の
実
負
担
は
、
掛
金
の

50
％
と
な
り
ま
す
。（
共
済
金
額
８
千
万
円

ま
で
が
上
限
。復
旧
費
用
部
分
の
掛
金
は
加

入
者
の
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
）

　加入者が緊急避難的に損害防止処
置を行う場合は、組合の指導・指示
を受ける必要があります。
　必ずＮＯＳＡＩ各支所にご連絡をお
願いします。

緊急避難の損害防止処置には
指導・指示が必要です

ＮＯＳＡＩの園芸施設共済

補償の対象となる災害は…

風水害、ひょう害、
雪害、その他
気象上の原因

（地震及び噴火を含む）
による災害

火災、破裂
及び爆発

鳥獣害病虫害航空機の墜落、
車両の衝突及び接触
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自
然
災
害
な
ど
で
被
害
を
受
け
た
園
芸
施
設
を
再
建
し
、
速
や
か
に

農
業
経
営
の
継
続
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
27
年
２
月
よ
り
補
償
内
容

が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
手
厚
い
補
償
と
な
っ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

園
芸
施
設
共
済
に
、
ぜ
ひ
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

補
償
が
拡
充
し
ま
し
た
!!

時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
拡
充

組
合
員
選
択
に
よ
る
補
償
の
追
加

❶ 

耐
用
年
数
の
見
直
し

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
、
耐
用
年
数
が

２
倍
に
な
り
ま
し
た
。
※
図
1
参
照

❶ 

復
旧
費
用
の
導
入

※
図
２
参
照

耐
用
年
数
内
の
施
設
の

補
償
価
額➡

再
建
築
価
額
の
100
％

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
施
設
の

補
償
価
額➡

再
建
築
価
額
の
75
％

※
追
加
部
分
の
共
済
掛
金
の
全
額
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
追
加
部
分
の
共
済
金
は
、
施
設
本

体
及
び
附
帯
施
設
を
復
旧
し
た
場

合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

❷ 

時
価
額
の
引
き
上
げ

施
設
本
体
と
附
帯
施
設
の
耐
用
年
数
経

過
後
の
時
価
額
が
、再
建
築
価
額
の
20
％
か

ら
50
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

❷ 
撤
去
費
用
の
対
象
を
拡
充

こ
れ
ま
で
は
鉄
骨
ハ
ウ
ス
等
の
特
定
の

施
設
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
、
多
目
的
ネ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
が
補
償
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

（
被
覆
材
は
除
く
）

補
償
拡
充
の
内
容
や
ご
加
入
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し

く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
再
建
築
価
額
」

…
…
当
該
施
設
園
芸
用
施
設
と
同
一
の
構
造
、
材

質
、
用
途
、
規
模
、
型
及
び
能
力
を
有
す
る

も
の
を
再
築
す
る
の
に
要
す
る
費
用
に
相

当
す
る
金
額

図 2　パイプハウスの拡充例（一般的なパイプハウスの場合）

強風により被害を受けたハウス

図１　耐用年数の見直し
共済目的 改正前➡ 改正後

ガラス室Ⅱ類（鉄骨） 15年 ➡ 14年
プラスチックハウスⅡ類（パイプ） 5年 ➡ 10年
プラスチックハウスⅢ類（鉄骨） 7年 ➡ 14年
プラスチックハウスⅣ類・Ⅴ類（鉄骨） 15年 ➡ 14年
附帯施設 5年 ➡ 7年

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

12年11年10年9年8年7年6年5年4年3年2年1年0年
（経過年数）

共済価額
％

（
補
償
価
額
の
範
囲
）

改正前の
補償部分

耐用年数10年間

改正後の
時価額補償の
拡充部分

復旧費用による補償の選択部分

掛金は農家負担掛金は農家負担

掛金の国庫負担
1/2のため農家
負担は50％

掛金の国庫負担
1/2のため農家
負担は50％

耐用年数
経過後の
補償の範囲
50％

耐用年数
経過後の
補償の範囲
75％

耐用年数内の補償の範囲は100％
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「
県
の
指
導
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
シ
イ

タ
ケ
の
放
射
能
検
査
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

よ
う
や
く
昨
年
７
月
か
ら
原
木
シ
イ
タ
ケ

が
生
協
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
安

全
・
安
心
な
シ
イ
タ
ケ
を
消
費
者
へ
届
け

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

く
れ
た
の
は
、
伊
達
市
霊
山
町
で
原
木
シ

イ
タ
ケ
栽
培
を
営
む
齋
藤
憲
一
さ
ん（
68
）。

齋
藤
さ
ん
は
、
牧
野
善
治
さ
ん（
68
）、
大

橋
茂
美
さ
ん（
66
）
ら
と
と
も
に
、
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
の
影
響
で
出

荷
制
限
さ
れ
た
シ
イ
タ
ケ
の
再
生
を
願
い
、

「
福
島
県
原
木
椎
茸
再
生
を
め
ざ
す
会
」の

発
足
に
携
わ
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
以
降
い
ま
だ
に
本
県
産
の
原

木
使
用
が
で
き
な
い
た
め
、
秋
田
県
・
長

野
県
の
原
木
で
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
現
実
は
厳
し
い
。原
木
を
他
県

に
頼
っ
て
い
る
の
で
、
原
木
の
入
荷
が
遅

く
な
る
場
合
も
あ
り
、
収
穫
量
に
も
影
響

が
出
る
の
で
困
り
ま
す
」
と
牧
野
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

大
橋
さ
ん
は
「
故
郷
の
阿
武
隈
山
系
は

全
国
の
シ
イ
タ
ケ
産
地
に
原
木
を
年
間

５
０
０
万
本
～
６
０
０
万
本
を
供
給
し
て

い
た
産
地
。
私
た
ち
は
『
福
島
県
原
木
椎

茸
再
生
を
め
ざ
す
会
』
を
通
じ
て
、
国
・

県
・
各
自
治
体
に
働
き
か
け
、
里
山
を
再

生
す
る
の
が
目
標
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

「
シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
ハ
ウ
ス
栽
培
の
み

の
た
め
、
原
発
事
故
前
の
生
産
量
の
１
割

程
度
の
出
荷
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
通
り
、
誠
実
に
お
い
し
い
シ
イ
タ
ケ

を
栽
培
し
て
い
き
ま
す
」
と
３
人
は
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

大
玉
村
大
山
の
国
道
４
号
線
沿
い
に
あ

る
大
玉
村
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
「
あ
だ
た

ら
の
里
直
売
所
」（
会
員
数
２
３
５
人
）
で

は
、
朝
採
り
の
新
鮮
な
野
菜
が
毎
日
店
頭

に
並
ぶ
と
あ
っ
て
、
地
元
の
利
用
客
の
ほ

か
、
観
光
客
も
訪
れ
、
連
日
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
直
売
所
で
は
イ
ベ
ン
ト
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
月
第
１
日
曜
日
は

〝
感
謝
祭
〟を
開
催
し
て
い
ま
す
。
賞
品
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の「
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
」を

は
じ
め
、
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
福
袋
「
お

た
の
し
み
袋
」
の
販
売
、
生
産
者
が
参
加

す
る
試
食
販
売
会
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

も
。
ま
た
、
定
期
的
に
催
さ
れ
る
花
市
や

工
芸
品
の
製
作
教
室
、
野
菜
の
収
穫
体
験

な
ど
も
利
用
客
か
ら
好
評
で
す
。

「
平
成
29
年
の
秋
に
は
店
舗
を
増
築
す

る
計
画
が
あ
り
、
需
要
の
多
い
キ
ュ
ウ
リ

や
ト
マ
ト
な
ど
の
夏
野
菜
を
冬
場
に
も
販

売
し
た
い
。
村
外
か
ら
の
仕
入
れ
が
難
し

い
た
め
、
今
後
は
通
年
で
販
売
で
き
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
す
」
と
矢
吹
吉
信
店
長
（
42
）。
同
直

売
所
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
入
荷
情

報
や
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
を
随
時
更
新
し
て

い
ま
す
。

「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
生
産
者
の

皆
さ
ま
に
は
自
分
が
栽
培
し
た
商
品
を

買
っ
て
も
ら
う
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
。
私
た
ち
は
生
産
者
と
消
費
者
を
つ

な
ぐ
場
所
を
提
供
し
、
お
客
さ
ま
に
は
新

鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
笑
顔
で
買
っ
て
い

た
だ
く
。
食
べ
る
人
、
作
る
人
、
売
る
人
、

そ
れ
ぞ
れ
が
い
つ
も
良
い
関
係
を
築
い
て

い
け
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
あ
だ
た
ら
の
里
直
売
所

（
☎
０
２
４
３
・
４
８
・
２
３
１
７
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
元
気
通
信
！ハウス栽培で

出荷を待つシイタケ

左から、牧野さん、大橋さん、齋藤さん

新鮮な野菜を手に矢吹店長（左）と
スタッフの蓬田景子さん

県北支所

安達支所

地
域
に
元
気
を
届
け
よ
う
と
、
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
。

日
頃
の
活
動
の
様
子
や
今
後
の
展
望
を
、
各
支
所
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

ふ
る
さ
と
が
誇
る

原
木
シ
イ
タ
ケ
の

再
生
を
目
指
し
て

朝
採
り
の
新
鮮
な
野
菜
を
提
供

「
あ
だ
た
ら
の
里
直
売
所
」

新鮮野菜を
取りそろえて

います！

誠実に

おいしいシイタケ

づくりを！
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「
農
業
を
始
め
て
40
年
。最
近
で
は
、新

し
い
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
た
の
は
、
猪
苗
代
町
金
曲
の

渡
部
洋
子
さ
ん（
69
）。
主
に
水
稲
２
０
０

㌃
の
作
付
け
を
行
う
か
た
わ
ら
、
珍
し
い

野
菜
の
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

年
は
自
ら
が
名
付
け
た
愛
称
の
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ

ピ
ー
マ
ン
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ピ
ー
マ
ン
は
、
実
の
表
面
が

緑
色
の
時
期
に
収
穫
す
る
と
爽
や
か
な
辛

さ
が
味
わ
え
ま
す
。
炒
め
物
も
オ
ス
ス
メ

で
す
し
、
お
酒
の
肴
に
そ
ば
粉
を
ま
ぶ
し

て
天
ぷ
ら
に
す
る
の
も
お
い
し
い
で
す
。

た
だ
し
種
は
激
辛
で
す
！
」

昨
年
は
“
お
試
し
”
で
の
栽
培
だ
っ
た

た
め
、
栽
培
し
た
の
は
畑
の
隅
。
渡
部
さ

ん
は
「
自
分
や
知
人
が
食
べ
る
量
だ
け
の

栽
培
で
し
た
の
で
、
今
年
こ
そ
面
積
を
増

や
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

今
後
は
、
自
分
が
栽
培
し
た
農
産
物
を

平
成
28
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の

駅
・
猪
苗
代
で
販
売
す
る
の
が
目
標
と
の

こ
と
。
ま
た
、
石
釜
ピ
ザ
を
提
供
す
る
同

町
梨
木
西
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
梨
の
木
」
に

自
分
が
育
て
た
野
菜
を
持
参
し
て
そ
の
場

で
食
べ
る
こ
と
も
夢
で
す
。「
地
元
の
食
堂

に
自
家
野
菜
を
持
ち
込
ん
で
食
事
が
で
き

れ
ば
、
お
店
も
農
家
も
相
乗
効
果
を
期
待

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
道
の
駅
で
購
入
し

た
野
菜
を
調
理
で
き
た
ら
、
き
っ
と
面
白

い
わ
よ
！
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝

（
☎
０
２
４
２
・
６
２
・
３
８
１
４
）

※
レ
ス
ト
ラ
ン
「
梨
の
木
」
へ
の
持
ち
込
み
は

　

事
前
確
認
必
要

か
わ
う
ち
夢
工
房
は
、
川
内
村
で
特
産

品
を
開
発
す
る
グ
ル
ー
プ
（
加
藤
吉
英
会

長
85
歳
、
会
員
12
名
）
で
、
同
村
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
そ
ば
を
振
る
舞
う

な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

同
グ
ル
ー
プ
は
約
25
年
前
に
設
立
さ
れ
、

東
日
本
大
震
災
前
ま
で
は
７
㌶
で
７
㌧
の

そ
ば
の
収
量
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
５
㌶
あ
っ
た
そ
ば
畑
が
除
染
廃
棄
物

の
仮
置
き
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
長
雨

の
影
響
な
ど
も
あ
っ
て
３
分
の
１
の
収
量

に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、震

災
前
は
田
植
え
や
そ
ば
打
ち
体
験
も
行
っ

て
お
り
、
東
京
の
高
校
生
が
来
た
際
に
は
、

会
員
が
そ
ば
打
ち
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

顧
問
を
務
め
る
新
妻
一
浩
さ
ん
（
74
）
は

「
以
前
の
収
穫
量
を
確
保
す
る
た
め
、
会
員

が
そ
ば
の
栽
培
面
積
を
増
や
し
た
り
、
村

民
へ
そ
ば
栽
培
を
呼
び
か
け
た
り
し
な
が

ら
工
夫
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
。

昨
年
秋
に
は
「
第
３
回
か
わ
う
ち
祭
り

秋
の
陣
」
と
同
時
開
催
さ
れ
た
「
そ
ば
フ
ェ

ス
タ
in
か
わ
う
ち
２
０
１
６
」
に
参
加
。

５
０
０
円
で
そ
ば
を
振
る
舞
い
、
人
気
を

集
め
ま
し
た
。
ま
た
、今
年
４
月
に
開
催
が

決
定
し
て
い
る
「
川
内
の
郷
か
え
る
マ
ラ

ソ
ン
」
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
参
加
者
に

そ
ば
を
無
料
で
提
供
す
る
予
定
で
す
。

加
藤
会
長
は
「
た
く
さ
ん
の
方
々
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。
若
い
人
が
村
へ
帰
っ
て
く
る
よ

う
、
今
後
も
そ
ば
で
村
を
盛
り
上
げ
、
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
」
と
抱
負
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「炒め物や天ぷらにするとおいしいです」と渡部さん

見た目の形から、渡部さんは
「ＵＦＯピーマン」と命名

かわうち夢工房の会員。
後列中央が加藤会長、
前列右から４人目が新妻さん

丁寧にそば切りをする加藤会長

会津支所

双葉支所

そばで村に
にぎわいを戻したい
「かわうち夢工房」

宇宙人もビックリ!?
ＵＦＯピーマンを
地元の
名物野菜に

ユニークな
形のピーマン

そば栽培で
村を元気に！
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新
組
合
が
ス
タ
ー
ト
し
て
半
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
組
合

員
の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
農
家
に

と
っ
て
、
よ
り
満
足
し
て
加
入
で
き
る

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
し
も
の
災
害
時
の

備
え
と
し
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、し
っ

か
り
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

米
価
の
低
下
や
後
継
者
不
足
で
、
農

家
経
営
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
合
併
を
機
に
、

今
後
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

特
に
農
機
具
共
済
は
、
よ
り
良
い
制

度
改
正
を
し
て
農
家
が
十
分
な
補
償
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
組
合
員
が
満
足
す
る
よ

う
な
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

地
区
の
果
樹
共
済
部
長
を
務
め
て
２

期
目
に
な
り
ま
す
。
合
併
し
た
こ
と
で

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
危
惧
し
て
い
ま
し

た
。
合
併
後
、
半
年
以
上
が
た
ち
ま
し

た
が
、
現
時
点
で
は
組
合
員
は
合
併
前

と
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
た
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ

が
組
合
員
の
安
心
、
組
合
員
か
ら
の
信

頼
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

近
年
は
、
異
常
気
象
や
獣
害
に
よ
る

水
稲
の
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
自
身
も
農
機
具
の
稼
働
時
間

の
増
加
に
よ
り
農
機
具
事
故
の
リ
ス
ク

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

ま
す
が
、
水
稲
共
済
や
農
機
具
共
済
の

お
か
げ
で
安
心
し
て
作
業
で
き
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

合
併
を
機
に
、
農
家
の
声
に
一
層
耳

を
傾
け
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
な
る
こ
と
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

鈴
木 

幸
也
さ
ん
（
66
）

郡
山
市

◦
水
稲
６・６
㌶

内
山 

一
利
さ
ん
（
62
）

天
栄
村

◦
水
稲
６
㌶

金
澤 

久
光
さ
ん
（
67
）

塙
町

◦
リ
ン
ゴ
10
㌃
、
水
稲
１
㌶
、
畑
20
㌃

（
大
豆
、
花
き
、
自
家
野
菜
な
ど
）

小
川 

保
夫
さ
ん
（
65
）

い
わ
き
市

◦
水
稲
９
㌶
、
オ
ク
ラ
５
㌃
、

小
菊
５
㌃

郡山田村支所

白河支所

こ
れ
か
ら
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
期
待
す
る
こ
と
組
合
員
の
声

農家のよりよい
サポーター・
ＮＯＳＡＩに

期待しています。

農機具共済の
さらなる充実を

願います。

これからも
地域に密着した

ＮＯＳＡＩで
あってほしい。

農家の声に
一層耳を傾けて

ほしい。

いわせ石川支所

いわき支所
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◦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ふ
つ
う
の
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い
は
、

①
強
い
全
身
症
状
で
す
。
38
℃
以
上
の
発
熱
・
悪

寒
・
倦
怠
感
・
筋
肉
痛
・
関
節
痛
な
ど
が
突
然
起
こ

り
、
咳
・
鼻
水
・
咽
頭
痛
な
ど
の
ふ
つ
う
の
風
邪
症

状
が
続
き
ま
す
。（
表-

１
）

②
ふ
つ
う
の
風
邪
は
季
節
の
変
り
目
な
ど
に
発
症
す

る
の
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
1
～
2
月
に
主
に
流
行

し
感
染
力
が
強
く
10
人
に
1
人
は
罹
る
（
昨
年
は
普

段
の
5
倍
以
上
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
で
潜
伏
期
間

1
～
3
日
で
発
症
。
今
は
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
が
あ
り
、

Ａ
型
か
Ｂ
型
か
の
診
断
も
で
き
る
の
で
高
熱
が
出
て

5
～
6
時
間
経
っ
た
ら
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
48
時
間
以
内
な
ら
軽
症
で
済
む
薬
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
場
合
は
、
慢
性
疾
患
の
増
悪
（
表-

２
）

や
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◦
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス

12
月
～
1
月
に
主
に
流
行
し
、
潜
伏
期
間
1
～
2

日
で
突
然
、
嘔
吐
・
下
痢
・
腹
痛
と
37
～
38
℃
の
発

熱
を
認
め
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

成
人
な
ら
通
常
2
～
3
日
で
自
然
に
治
り
ま
す
が
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、
吐
瀉
物
を
誤
嚥
し
て
窒
息
し

た
り
、
脱
水
症
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

暑
か
っ
た
昨
年
の
夏
は
突
然
終
わ
り
、
過
ご
し
や
す
い
時
季
な
し
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
寒
い
冬
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
冬
の
季
節
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
感
染
症
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
予
防
法

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
と
も
に
、
感

染
者
の
咳
・
ク
シ
ャ
ミ
・
吐
瀉
物
・
便
な
ど
の
ウ
ィ

ル
ス
を
直
接
吸
っ
た
り
（
飛
沫
感
染
）、ド
ア
ノ
ブ
や

蛇
口
・
手
す
り
を
、
触
れ
た
手
か
ら
口
に
入
る
（
接

触
感
染
）
の
で
、
マ
ス
ク
・
う
が
い
・
手
洗
い
・
予

防
接
種
が
必
須
4
原
則
で
す
。

万
一
罹
っ
て
し
ま
っ
た
ら･･･

医
療
機
関
を
受
診

し
、
適
切
な
処
置
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
自
身

が
周
囲
に
移
さ
な
い
よ
う
に
、
マ
ス
ク
を
掛
け
ま

し
ょ
う
。
水
分
（
お
茶
・
ス
ー
プ
な
ど
）
を
十
分
と

り
、
安
静
・
休
養
を
守
り
、
自
分
や
家
族
の
健
康
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。

清明クリニック
佐藤 睦子

かぜとインフルエンザは、ココが違う！

はじめよう!
健康生活

（出典：第一三共株式会社 インフルエンザ情報webサイト
インフル・ニュース）

（出典：第一三共株式会社 インフルエンザ情報webサイト インフル・ニュース）

◦慢性呼吸器疾患

◦慢性心疾患

◦糖尿病などの代謝性疾患

◦腎機能障害

◦ステロイド内服などによる
　免疫機能不全

ハイリスクとなる持病

冬の
流
は

行
や

り病
やま い

第3回

かぜ
（普通感冒）

１年を通じ散発的

上気道症状

緩除

通常は微熱
（37～38℃）

　⃝くしゃみ　　⃝喉の痛み
　⃝鼻水、鼻づまり など

ライノウイルス、コロナウイルス、
アデノウイルス など

冬季に流行

全身症状

急激

高熱（38℃以上）

　⃝咳　　⃝喉の痛み　　⃝鼻水
　⃝全身倦怠感、食欲不振
　⃝関節痛、筋肉痛、頭痛　など

インフルエンザウイルス

インフル
エンザ

【 発 症 時 期 】

表-1

表-2

【 主 な 症 状 】

【症状の進行】

【 発 　 熱 】

【主症状（発熱以外）】

【 原 因 ウ イ ル ス 】
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からのお知らせ

加入申込み受付

対象となる
期間

対象となる
災害

平成 29 年産果樹共済（りんご、ぶどう、なし、もも）の加入申込み時期となりま
した。

近年、異常気象の中、大型の台風や降ひょう等、これまでとは異なる時期や場所で
災害が発生しています。また、自然災害以外にも病虫害、鳥獣害も毎年発生していま
す。これらの被害に備え、この機会に NOSAI の果樹共済をぜひご検討ください。

減収総合短縮方式は減収総合一般方式と比べて、補償期間が発芽期から収穫期ま
でと短くなりますので、ご注意ください。

※災害を限定した特定危険方式では、
　暴風雨、ひょう害、凍霜害という特定の
　事故による果実の減収を補填します。

　平成 29 年産から果樹共済に「かき共済」を新たに追加します。加入方式は半相殺減収総合
短縮方式で、加入できる品種は「会津身不知、平核無、刀根早生」の３品種となります。なお、
これら以外の品種については、今後、収穫量等の基礎資料調査を行い検討していきます。

お知らせ

◦半相殺減収総合短縮方式
◦半相殺特定危険方式

被害を受けやすい発芽期から収穫期まで補償対象期間が
短い分、掛金が安くなります。

全ての気象災害や地震などの
自然災害、病虫害、鳥獣害など
による災害で補償を受けるこ
とができます。

平成29年１月20日㈮から２月20日㈪まで

果樹共済の加入申込み時期です
～万が一の災害に備えましょう～

ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害

ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害

ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害

ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害

ひょう害 風水害 干害 凍霜害 鳥獣害

平成 28 年 平成 29 年
花芽の形成期

（7 月中旬頃）
発芽期

（3 月下旬頃）
収穫期

（7 月～ 11 月頃）

減収総合
短縮方式 この期間は対象に

なりません。 この期間の被害が対象になります。

一般方式 この期間の被害が対象になります。
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からのお知らせ

建物総合共済に
収容農産物補償特約を新設！

収
容
農
産
物
補
償
特
約
と
は
、
収
穫
後
、

圃
場
か
ら
搬
出
し
た
農
産
物
（
米
・
麦
・
大

豆
）
を
農
作
業
場
等
に
保
管
中
、
自
然
災
害

や
火
災
に
よ
っ
て
損
害
が
発
生
し
た
場
合

に
損
害
を
補
償
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
県
で

は
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
予
定
で
す
。

収容農産物補償特約の概要

米、麦、大豆の３品目のうち加入者が選択した品目

火災等及び風水害、雪害その他の自然災害
（建物総合共済の共済事故と同じ）

①Ａタイプ（一時保管向け）　◦掛金：１口当たり 1,000 円
　120 日以内で加入者が選択する期間を補償

②Ｂタイプ（通年保管向け）　◦掛金：１口当たり 3,000 円
　年間を通じて補償（建物総合共済の共済責任期間と同じ）

共済事故により収容農産物に被害が発生した場合（１事故
１万円を超える損害が発生した場合）、実損害額を共済金と
して支払う（ただし、支払限度まで）。地震等事故について
は、実損害額の 30％とする。

１口当たり、１建物・１品目につき 100 万円。
加入者の選択により５口（500 万円）まで加入できます。

圃場栽培中 農作業場保管中

収穫前の農作物が罹災 収穫後の保管農作物が罹災

水稲共済、麦共済、大豆共済で
収穫量の減収を補償

建物総合共済の特約で実損害額を補償
※農作業場等の建物総合共済への加入が前提です。

対象農産物は？

補償の対象となる共済事故は？

補償タイプ・掛金等は？

共済金は？

支払い限度は？

特
約
の
概
要

建
物
総
合
共
済
に
ご
加
入
の
農
作
業
場
や
納

屋
等
に
、出
荷
前
の
一
時
保
管
ま
た
は
自
家
販
売

な
ど
の
通
年
保
管
中
の
農
産
物
が
補
償
対
象
と

な
り
ま
す
。

補
償
対
象
は
保
管
す
る
米
・
麦
・
大
豆
の
３
品

目
で
、一
時
保
管
向
け
Ａ
タ
イ
プ
（
補
償
期
間
は

１
２
０
日
ま
で
）と
通
年
保
管
向
け
Ｂ
タ
イ
プ
と

な
り
ま
す
。両
タ
イ
プ
と
も
損
害
額
が
１
万
円
を

超
え
た
場
合
に
１
建
物
・
１
品
目
・
１
口
当
た
り

１
０
０
万
円
を
限
度
に
実
損
害
額
を
共
済
金
と

し
て
お
支
払
い
し
ま
す
。（
地
震
に
よ
る
損
害
は

１
建
物
・
１
品
目
・
１
口
当
た
り
30
万
円
限
度
）

掛
金
は
Ａ
タ
イ
プ
が
１
品
目
に
つ
き
１
口

１
千
円
、
Ｂ
タ
イ
プ
が
同
３
千
円
で
す
。
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からのお知らせ

数
年
前
か
ら
運
動
器
疾
患
で

は
な
く
、
ま
た
、
直
接
分
娩
に

も
関
係
な
い
、
起
立
不
能
の
牛

が
見
ら
れ
ま
す
。

普
通
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
（
以

下
Ca
）
や
カ
リ
ウ
ム
（
以
下
Ｋ
）

欠
乏
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
治
療
で
は
治

ら
な
く
、
血
液
検
査
で
軽
度
の

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
以
下
Mg
）
の

低
下
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

⃝

Mg
に
つ
い
て

土
壌
中
の
Ｋ
が
過
剰
な
場
合
、

Mg
の
吸
収
は
抑
制
さ
れ
、
牧
草

も
低
Mg
飼
料
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、マ
メ
科
牧
草
や
野
乾
草
お
よ

び
穀
類
は
、
Mg
含
量
が
多
い
の

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

で
す
が
、イ
ネ
科
牧
草
は
少
な
い

も
の
が
多
い
で
す
。

飼
料
中
の
Ca
や
リ
ン
（
以
下

Ｐ
）
の
吸
収
率
は
、40
〜
60
％
な

の
に
対
し
、
Mg
は
20
％
と
低
い

で
す
。

Mg
は
、
Ca
、
Ｐ
お
よ
び
Ｋ
と

連
携
し
、
体
内
で
神
経
伝
達
や

筋
肉
の
収
縮
な
ど
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
Ca
の
88
％
お
よ
び
Mg
の

70
％
は
、
骨
に
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
Mg
は
、
Ca
と
は
違
い
、

骨
中
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

貯
蔵
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
血

中
Mg
は
、
飼
料
中
の
Mg
に
よ
り

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
欠
乏
症
に
な
り
や
す
い
状

況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

牛
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
起
立
不
能
症

⃝

治
療
効
果

起
立
不
能
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
は
、
Ca
の
欠
乏
を
伴
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
Mg

単
独
で
は
、
治
療
効
果
が
少
な

く
、
Ca
剤
と
の
併
用
に
な
り
ま

す
。
軽
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
１

～
２
日
で
起
立
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

⃝

予
防

分
娩
時
の
起
立
不
能
は
、
他

の
要
因
も
増
え
ま
す
の
で
、
常

時
、
Ca
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

Mg
が
入
っ
て
い
る
飼
料
添
加
物

を
給
与
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
は
、
Ｋ
の
大
量
施
肥

に
対
し
、
対
策
を
実
施
し
な

か
っ
た
、
わ
た
し
た
ち
の
責
任

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Mg
の
不
足
に
よ
る
起
立
不
能

は
、
グ
ラ
ス
テ
タ
ニ
ー
と
呼
ば

れ
、
私
が
獣
医
師
に
な
っ
た
30

年
前
頃
は
、
時
々
あ
り
、
痙
攣

や
過
敏
症
な
ど
の
症
状
を
伴
っ

て
い
ま
し
た
。
飼
料
管
理
の
向

上
や
牧
草
地
の
土
壌
改
良
な
ど

に
よ
り
、
最
近
で
は
珍
し
い
病

気
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
症
し
て

い
る
の
は
、
牧
草
地
へ
の
Ｋ
の

大
量
施
肥
や
、
粗
飼
料
の
単
品

化
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

現
在
の
福
島
県
で
は
、
河
畔

の
草
を
利
用
で
き
な
い
の
で
、

繁
殖
農
家
は
、
稲
わ
ら
と
チ
モ

シ
ー
乾
草
の
み
、
粗
飼
料
と
し

て
給
与
し
て
い
ま
す
。

野
乾
草
に
は
、
多
く
の
種
類

の
草
が
混
じ
っ
て
い
て
、
多
く

の
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

単
品
乾
草
や
購
入
乾
草
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
タ
ン
パ
ク
質
は
充

分
で
も
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
微

量
元
素
が
不
足
し
ま
す
。

⃝

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
入
り
の

　

飼
料
添
加
剤
を
給
与

　

し
ま
し
ょ
う

畜
産
物
の
高
騰
時
期
、
ぜ
ひ

実
施
し
、
あ
な
た
の
家
畜
を
病

気
か
ら
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

県北家畜
診療センター所長
泉田 敬義

飼
養
し
て
い
る
家
畜
の
頭

数
に
出
生
や
売
却
な
ど
の
異

動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
ご
連
絡
を
忘
れ

ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
異
動
月
日
は
家
畜

改
良
セ
ン
タ
ー
の
牛
個
体
識

別
情
報
へ
届
け
出
る
月
日
と

一
致
し
て
い
る
か
、
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

診
療
費
の
口
座
振
替
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

異
動
通
知
！

加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ

14ひかり NOSAIふくしま 4号



からのお知らせ

NOSAI 制度は、平成 29年 12月に 70周年を迎えます。
制度 70周年を迎え、農業・農村の将来に向けて一層の機能発揮を目指す
NOSAI を広くアピールするキャッチフレーズを公募します。

公益社団法人　全国農業共済協会（NOSAI全国）
「70周年キャッチフレーズ」募集係
〒102-8411 東京都千代田区一番町19
TEL.03-3263-6413　FAX.03-3221-7978

主催・お問合せ先

ＮＯＳＡＩ制度の重要性と新たな時代に適切に
対応して役割を果たしていく姿勢がイメージで
き、農家や広く国民が共感できるフレーズとし
ます。

◦最優秀作品　１点　賞金 10 万円
◦優 秀 作 品　数点　賞金３万円
◦選　外　賞　抽選により 50 名に
　　　　　　　図書カード（1 千円相当）

【郵送】
〒 102-8411　東京都千代田区一番町 19
全国農業共済協会「70 周年キャッチフレーズ」募集係

【メール】seido70th@nosai.or.jp
【ＦＡＸ】03-3221-7978

審査委員会を設けて審査し、平成 29 年２月末までに入
賞者本人へ通知するとともにＮＯＳＡＩのホームページ
及び農業共済新聞紙面にて発表します。
なお、入選作品の知的財産権等の一切の権利は主催者に
帰属することとします。

⑴最優秀作品などに選ばれた作品は、農業共済新聞をは
じめとする組織内の機関紙誌、グッズ等に統一的に使
用します。

⑵採用作品は、使用の際に一部を修正・補正する場合が
あります。

⑶採用作品の著作権など一切の権利は、主催者に帰属す
るものとします。

⑷応募は自作の未発表作品とし、採用作品の著作権など
について異議申し立てや苦情などがあった場合は、応
募者が対応するものとします。

⑸応募に係る費用は応募者の負担とし、全ての作品は返
却しません。

⑹応募者の個人情報は、許可なく第三者に開示・提供し
ません。ただし、入選者については氏名・住所（都道
府県）などを公表する場合があります。

所定の応募用紙を使用し、郵便、ＦＡＸ、電子
メール等にて未発表でかつ自作した作品を送付
する。１人で複数の応募も可とします。ただし、
応募用紙は１枚に１作品とします。
応募用紙はＮＯＳＡＩのホームページ（http://
nosai.or.jp/）からダウンロードできます。
※応募作品は、原案として扱い、イメージ化等
の過程で、提案の趣旨を最大限尊重しつつ、字
句を修正または変更する場合があります。

平成29年1月31日㈫
（郵送の場合は当日消印有効）

NOSAI制度70周年

キャッチフレーズを募集します！

応募要領

　　募集するキャッチフレーズの内容１

　　賞金等４

　　応募先５

　　審査方法及び入選作品の発表６

　　注意事項7

　　応募方法２

　　募集締切３

同一作品が多数から応募され、
その作品が入賞した場合には、

その中から抽選により決定いたします。
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からのお知らせ

あ
と
が
き

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
広
報
紙
「
ひ
か
り
～
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ふ
く
し

ま
～
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
掲
載
の
新
春
特
集
で
は
、
新
し
い
年
の
初

め
に
ふ
さ
わ
し
く
、
若
い
力
で
日
々
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
皆
さ
ま
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
管
内

よ
り
お
一
人
ず
つ
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

内
様
々
な
地
域
で
ご
活
躍
さ
れ
る
姿
を
ご
紹
介
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
は
、
早
い
も
の
で
合
併
か
ら

丸
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
広
報
紙

も
組
合
員
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

１
年
間
順
調
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
り
良
い

広
報
紙
を
お
届
け
で
き
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。表

紙
写
真

　

石
川
町
で
果
樹
栽
培
を
営
む
根
本

さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
ご
自
宅
の
前
に
広

が
る
り
ん
ご
畑
に
４
世
代
み
ん
な
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
地
域

の
み
ん
な
と
手
を
取
り
合
っ
て
頑
張

り
た
い
ね
」
と
ご
主
人
の
根
本
常
和
さ

ん
。
り
ん
ご
の
よ
う
な
ほ
っ
ぺ
の
お
孫

さ
ん
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

編
集

・
発

行

福
島

県
農

業
共

済
組

合
（

N
O

S
A

I福
島

）
〒

960-8031 福
島

市
栄

町
6番

6号
 

TEL. 024-521-2715　
 FA

X. 024-523-1887
http://w

w
w

.fukushim
a-nosainet.jp/

2017.1

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
と
現
金
納
入
の
取
り
扱
い
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共

済
事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の

利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、掛

金
等
を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
金
融
機
関
に
て
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た

め
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
が
開
設
す
る

農
業
共
済
新
聞
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、「
今
週
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」

を
は
じ
め
と
す
る
記
事
の
紹
介
を

柱
に
毎
週
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
閲
覧

し
や
す
い
よ
う
に
改
善
し
、
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
取

り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
農
業
共
済
新
聞
の
新
規

ご
購
読
の
お
申
込
み
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
各
支
所
で
受
け
付
け
中
で
す
。

毎
週
水
曜
日
発
行
の
週
刊
紙
で
、

「
農
家
に
学
び
、
農
家
に
返
す
」
を

編
集
の
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

「
福
島
版
」
に
は
、
地
域
に
密
着
し

た
身
近
な
話
題
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。営

農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

が
満
載
の
農
業
共
済
新
聞
の
お
申

込
み
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
願
い

ス
マ
ホ
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

４
号

りか
ひ

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す

県北支所 024-544-2711 〒 960-8163　福島市方木田字谷地 20-3

安達支所 0243-23-7777 〒 964-0806　二本松市羽石 221-1

郡山田村支所 024-933-3307 〒 963-8025　郡山市桑野 2-1-15

　田村出張所 0247-82-0249 〒 963-4312　田村市船引町船引字和尚壇 77

いわせ石川支所 0247-37-1003 〒 963-6311　石川郡玉川村大字岩法寺字湯神前 11-1

白河支所 0248-27-1121 〒 961-0912　白河市旭町 1-240

　棚倉出張所 0247-33-2261 〒 963-5671　東白川郡棚倉町大字寺山字高瀬田 16-5

会津支所 0241-28-1111 〒 969-3545　河沼郡湯川村大字桜町字森台 77

　南会津出張所 0241-62-5588 〒 967-0023　南会津郡南会津町福米沢字観音前 997-1

相馬支所 0244-23-6236 〒 975-0038　南相馬市原町区日の出町 507

双葉支所 0240-23-6522 〒 979-0604　双葉郡楢葉町北田字鐘突堂 5-10

いわき支所 0246-24-1166 〒 970-8054　いわき市平鎌田町 3-3


